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歩
い
て
一行
一け
ぬ
Ｌ
一選
管
●
車
使
い
年
く
い
」

】
帥

嬉

鑢

鯉

露

霊

鐵

鮮

翻

主
党
政
権
Ｔ
で
の
Ｌ
事
業
住
分
け
」
で
投
票
所
経
費
が
対
象
に

輩
，

た
こ
と
も
臀
量
に
あ
る
一
遮
疎
“
縦
む
地
方
で
七
無
繁
所

が
輩
く
な

，
■
投
票
雛
０
盤
下
李
曇
壁
０
れ
て
●
さ

，

藤

難

藝
繋

難 一ｍ

島機 翻 178

秋 爾 Ol10 14,4
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鯰爾
菫
澪

鷺
謙
薇
進
わ
役
躍
研
掟

一嚇
要
な
立
議
人
を
出
せ
な
く
な

０
な
こ
と
も‐
あ
る
と
”

，
゛

一ま
た
”
年
一
肩
に
民
主
党
敗

機
の
行
菫
灘
新
会
議
り
事
難
笹

・分
け
で

，
国
政
露
雛
の
級
駒
繋

藤
０
経
鸞
置
挙
ζ
■
禁
ｉ
一″

・継

鷲
鷺

撼

箸

義

像
側
に
経
撃
聾
露
黎
あ
て
き

た
こ
と
き
あ
る

‐
‥‥‥
り
３
簗
の
鐵

継轟
豪
意
こ
ち
悪
通
事
整
を
議

・饉
蓮
擬
多
４
一
割
勢
投
燿
所

を
前
回
か
ら
滅
〓
し
一た
あ
模

桑
ｒ
〓
釘
絣

， こ
合
絲
れ
一た
機
江

市
は
お
力
所
滅
ら
し
た
ｆ
投
票

Ｔ

嘉

暑

意

籍

震

が
、
一合
遊

務
の
清
市
は
７

，
■

一〓
‥た
■

・え
で
ヽ
　
一般
豪
爾
総

続
藤
合
が
戦
も
茸
ス
ト
ダ
ヴ

ン
０
効
果
が
務
い
」
・と
瞬
か

電
　
　
　
　
　
　
　
・

戦
後

一ヽ
〓
資
し
て
著
え

‥‐
て
き

一た
歯
画
の
投
票
蒻
は

，
■
■
■
・

一筆
警
■
麟
辮
漱
露
急
■
難
な

・を
‐中

ｉｎ
に
今
撃
稔
躍
番
置
進

む
見
込
み
だ
ゞ
套
平
尊
螺
悪
機

会
の
確
保
０
観
点
が
ら
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
一
（
中
樹
菫
奪

‥‐‥‐１‐発

電

一霧

、
欝

憾

索

４
奎

，
ヤ

■
喜

４

墨

・， 一一蒼

一　

．

市
議
管
は
投
票
所
が
進
く
．な‥

，
た
紅
Ｘ
で

，
イ
ク‐
一
Ａ
え
な

走
ら
せ
る
ほ
か
轟
“
工ヽ
旦
画
簿

総
務
省
に
よ
る
と

，
今
回
の

素
協
聾
で
の
會
口
の
毅
躍
所
は

４
‐
‐‐
ガ
■

，
■
■
力
所
ｆ
前

…国‐
は

，
舞
サ
■
■
力
所
だ
つ
．た
●
篤

極
な
り
０
素
箪
冤
蓄
天
な
り

は
，

陽
撰
果
の
却
一
■
勢
●
歌

選
瀑
０
腱
一

‥
４
％
一
進
域
燥
の

■
●
■
％
が
経
′ヽ

一澪
絶
桑
一

神
素
繊
撃
求
嚇
撃
盗
曇

一級
外
は
い
ず
れ
も
減
Ｆ
し
た
■

．各
部
機
府
県
理
謬
奮
霧
螢
繁

奎
は
簾
材
に
、‐‐
一
平
護
の
大
会

営
藤
霊
ｆ
一騨
料
金
″
●

伴
轟

離

理

禁

霧

難

膠

恙

鱗

「投
票
に
将
薄
〓

…く‐‐く
な
る

一か
も
移
れ
な
い
」
ｆ
長
野
藤
伊

一都
市
の
農
業
■
下
霧
彦
雄
さ
ん

（奮
）
は
こ
ぼ
す
一
嘉
慇
一裁
脇
羅

・ま
で
職
渉
い

‐‐て
脅
け
る

一農
業

生
活
改
善
研
修
セ
ン
撃
■
一
で

投
票
で
き
た
が
廃
止
事
れ

，
今

一回
な
ら
は
約
ｔ
虜
聾
科
た
鍵
所

に
な
わ
た
ず
一響
警
一一一投
累
務
が

蘭
％
雄
澪
ｉ
麟
鬱
脅
が
一桂

一雰

量

曇

０
一
一

一麟
藩
セ
ツ
■
一
雌

………く
‐鷲
書
む
省

性
＄
事
は
Ｌ
今
年
か

，
一
縫
競

の
費
は
糠
齢
の
た
め
肇
を
握
転

し
な
く
な
ぅ
た
｝
毅
緊
に
は
舞

一き
た
い
け
ど
■
一誰
か
に
お
願
い

し
な
い
と
一
と
ぶ
覇
す
る
ず

一市
羅
管
は

，
２
■

，
Ｉ
年
の

一罵
滋
町
村
と
の
合
併
に
伴
い
●

．有
権
者
数
が
〓
■

，
■
２

，
針

・ム
議
鷲

，
戯
蹴
つ
駿
漂
情
に
つ

い̈
て
見
直
し
た
一
経
費
剛
減
に

灘
■
葵
芝
響
０輩

し
い
な
ど

‐が
羅
豊
羅
ｒ
　
　
・

一廃
止
あ
た
地
域
ｔ

ｉは
設
擁
場

に
■
人
案
り
の
車
を
計
‘
台
霜

， 脅
Ｉ
盤
驚
≡
機
壼
書
１‐
翼

を
経
行
す
る

，
市
機
資
は
三
我

財
脅
が
■
人
で
も
い
れ
は
走
ら

せ
る
｝
と
し
て
い
る
「
た
だ
一

住
民
か
ら
は

「本
数
が
少
な
く

時
路
も
一決
察
●
て
い
る
の
で
使

い
に
て
い
■
と
い
っ
た
声
も
．．

黎 馨 雛 輻 躍 輻

が
■

“
一
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前
回
衆
院
選
に
比
べ
、
今
回
の
衆
院
選
．で
は
３
市
町
で
投
票

所
が
計
７
カ
所
減
る
。
２
０
０
３
年
と
比
べ
県
全
体
で
は
５２
カ

所
減
少
し
た
。
住
民
が
少
な
く
な
り
、
投
票
所
に
必
要
な
立
会

人
を
出
せ
な
く
な
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
、
過
疎
高
齢
化
の

深
刻
さ
が
こ
こ
で
も
浮
き
彫
り
に
，
投
票
所
ま
で
徒
歩
で
数
時

間
か
か
る
場
所
も
あ
り
、
投
票
の
た
め
の
バ
ス
便
を
用
意
す
る

自
泄
体
も
あ
る
。

立
会
人
出
せ
な
ｔ．

越
知
町
は
２
０
１
０
年
の
参

院
選
か
ら
佐
之
国
地
区
、

１１
年

の
県
議
選
か
ら
桐
見
川
栃
ノ
木

一地
区
で
投
票
所
を
廃
止
し
た
。

町
選
管
に
よ
る
と
、
い
ず
れ
の

地
区
も
有
権
者
が
２０
人
か
ら
３０

人
程
屋
で
、

「立
会
人
が
出
せ

な
い
」
と
地
区
か
ら
声
が
上
が

っ
た
た
め
と
い
う
．

両
地
区
の
投
票
所
は
大
平
地

区
の
投
票
所
に
統
合
さ
れ
た
。

大
平
ま
で
は
徒
歩
で
１
時
間
半

以
上
か
か
る
．
そ
こ
で
町
は
地

元
地
区
と
協
議
し
、
投
票
所
ま

で
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
便
を
出
す

こ
と
を
決
定
．
昨
年
４
月
の
県

議
選
で
は
午
前
申
に
両
地
区
か

ら
１
往
覆
走
ら
せ
た
。
今
回
の

選
挙
で
も
運
行
す
る
。

佐
之
国
地
区
の
地
区
長
を
務

め
る
岡
本
豊
和
さ
ん
（盤
）
は

「高
齢
で
車
を
運
転
で
き
な
い

３
人
ほ
ど
が
利
用
し
て
い
る
。

歩
い
て
は
と
て
も
投
票
に
行
け

ず
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
は
し

い
」
と
話
す
。

香
美
市
は
昨
年
の
知
事
選
か

ら
笹
上
、
今
回
か
ら
市
宇
の
投

票
所
を
減
ら
し
、
投
票
所
数
は

８．
か
ら
７９
に
な
る
。
同
市
も
原

因
は
過
疎
高
齢
化
．

「ほ
と
ん

ど
が
高
齢
者
で
、
地
元
か
ら
立

会
人
を

『も
う
よ
う
せ
ん
』
と

い
う
話
が
あ
っ
た
」
と
市
選
管

の
担
当
者
は
話
す
。

「地
元
で

は
乗
り
合
わ
せ
て
、
期
日
前
投

票
に
行
く
こ
と
も
考
え
て
い
る

よ
う
だ
」
と
し
て
、
バ
ス
便
な

ど
は
設
け
な
い
っ

仁
掟
川
町
も
、
投
票
所
が
３

カ
所
減
り
、
鵬
力
所
に
。
今
の

と
こ
ろ
バ
ス
運
行
な
ど
の
支
援

策
は
な
い
ぅ

峠
ノ
越
集
落
の
場
合
、
投
票

所
は
歩
い
て
掲
分
ほ
ど
の
場
所

に
あ
ゎ
た
が
、
今
回
の
麗
止
で

車
で
嬌
分
ほ
ど
走
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
。
有
権
者
数

は
１０
人
弱

で
、
地

元
住

民
の

一

人
は

「自
分
か
家
族

の
だ
れ
か

が
車
を
運
転

で
き
る
の

で
何
と

か
投
票
に
行

け
る
。
こ

こ
ま
で

過
疎

が
進
め
ば
、
投
票

所
が
逮

の
く
の
も
仕
方
な
い
」

と
あ
き

ら
め
顔
だ

。

９
年
で
５２
カ
所
減

県
内
の
投
票
所
は
選
挙
の
た

び
に
減
る
傾
向
に
あ
る
。
衆
院

選
を
見
る
と
、

０３
年
が
９
８
４

カ
所
、
価
年
が
９
７
８
カ
所
、

舶
年
が
９
３
８
カ
所
．
今
回
は

７
カ
所
減
っ
た
が
、
黒
湖
町
で

１
カ
所
増
え
て
９
３
２
カ
所
．

人
口
減
や
経
費
削
減
が
理
由

だ
．大

豊
町
は
行
財
政
改
革
の
一

環
で
ヽ

０７
年
の
町
議
選
か
ら
投

票
所
を
２０
か
ら
嬌
に
減
ら
し

た
。
こ
れ
ま
で
投
票
所
へ
の
送

迎
な
ど
の
支
援
は
し
て
お
ら

ず
、
要
望
も
な
い
と
い
う
。

だ
が
人
口
減
と
高
齢
化
は
さ

ら
に
進
み
、
今
で
は
有
権
者
が

十
数
人
程
度
の
地
区
も
．
町
選

管
の
担
当
者
は

「今
後
も
投
票

所
を
減
ら
さ
な
い
と
い
け
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
地
区
に
よ
っ

て
は
、
バ
ス
運
行
な
ど
も
考
え

な
い
と
い
け
な
い
だ
ろ
う
」
と

話
す
。

（前
爾
書
、
一謳
舗
中一惑
）
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轟
灘
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Ｌ
檬
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蠍
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博
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嶽
蜃
聴
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■
を
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麟
ぷ
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撻
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紺

卜

慰

書
轟
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選
滅
小
轟
小
学
蛾
織
選
Ｉ
橋

・戦
き
■
．
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¨

・鎌
糠
置
長
藝
男
性
（撻
）・は

ヽ
単
ざ
避
権
〓
ム
難
ｉ
し
縦
帯

年
雨
■
も
い
尊
尋
で
革
置
薔
部

け
る
が
■
当
慰
瞳
諄
島
鶴
管
時

圏
を
書
わ
せ
■
バ
ス
軽
業
じ
た
・

い
」
と
話
す
い

一雨
報
迅
暉
瞳
一一
．・．蒻
睡
攘
檬
響

．曇
力
絣
凝
ヽ
灘
機
蒸
爵
を
鋤
ま
・

■
慧
職
ま
ｆ
騨
淋
Ｉ
Ｓ
き
ま
い

幾
濾
灘
だ
ず
町
総
習
鮮
・ま
苺

ユ
■
投
票
絣
尋
書
置
書
総
彗
蒻
・

緞
綴
駆
せ
騨
紺
ｂ
■
緞
灘
輔
撮
【

紫
慈
鱗
黙
傷
ま
ふ
薫
難
い
が
灘

・曇
と
い
う
一
　
・　
　
・

一書

慰
隷

き

曇

露

ま
で
一直
織
距
鱗
博
鮭
長
■
ξ
麟

翁
一
避
熙
露
ほ
ｂ
撫
ぶ

，
機
ヽ

潜
■
■
行
４
ξ
一
．翼
野
は
■
一

一油
や
』
躍
押
課
織
覇
繋
圏
摯
嶽
師
・

道
鍮
継
が
難
馬
■
計
を
組
ミ
導

一灘
憾
ヨ
撻
一
単
檬
さ
゛
鱗
理
碁

■
画
■
総
群
灘
灘
ボ
Ｒ
書
撻
霧

寧
薔
ず
ヽ
雌
一
態
黒
蔚
投
票
雨
一

を
暉
さ
■
力
購
さ
ｉ
■
力
絣
撻
¨

鸞
や
し
■
一
拇
檬
檬
硼
醤
下
を

食
い
止
縦
恩
計
画
総
ド

一墨

遭

欝

墨

馨

難

縮
「
投
票
蕩
を
■
■
■
力
銃
む

き
ヽ
一　
一　
　
　
（難
き
計
や
一、
■
一
一
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前
回
衆
院
遇
で
投
票
所
だ

っ
た
神
石
高
原
町
の

社
会
教
育
施
設
．
今
回
か
ら
約
６
ざ
離
れ
た
投

票
所
に
統
合
さ
れ
る

る
国
の
選
挙
費
委
託
金
。
　
節
減
で
き
ス
γ
旨
´
込
む
。
　
成
の
大
合
併
以
降
、
投
票

師
長
選
か
ら
、
５
カ
所
搬
一
　

県
選
管
は
市
区
町
選
管

０５
年
の
衆
院
選
は
■
８
３

　

０９
年
の
衆
院
選
よ
り
投

所
の
統
廃
合
を
進
め
る
市

ら
し
て
四
カ
所
に
し
た
。
　
に
対
し
、
巡
回
バ
ス
の
運

６
万
円
だ

っ
た
が
、

０９
年

票
所
数
が
減
る
の
は
神
石

町
が
多
い
。
県
単
位
の
鴻

今
後
も
有
権
者
が
■
０
０

行
な
ど
で
交
通
弱
者
に
配

は

■
４
０
４
万
円
に
減

高
原
町
の
ほ
か
、
共
市
２８

挙
で
み
る
と
０９
年
の
前
国

人
未
満
の
投
票
所
は
、
地

慮
す

る
よ
う
求

め
て
い

り
、
今
回
も
削
減
が
予
想

▽
世
縮
町
１２
▽
北
基

Ｈ
１ｌｒ

衆
院
迪
に
■
３
４
２
あ

っ

一九
の
理
解
を
得
て
統
廃
合

る
。

さ
れ
る
。

「
投
票
所
を
再

９
▽
安
芸
大
田
町
５
▽
福

た
投
票
所
は
、
Ю
年
の
参

を
進
め
る
方
針
て
い
る
。

樹
し
な
け
れ
ば
町
の
持
ち

出
市
２
．
広
島
市
は
有
権

院
選
で
■
３
２
０
カ
所
、
　
町
職
員
の
配
置
だ
け
で
な

出
し
が
必
要
に
な
る
」
と

者
が
多
い
投
票
所
を
分
酪
¨
Ｈ
年
の
県
議
選
で
■
２
９

く
、
町
民
に

要
託
す
る
立

町
週
管
。
投
票
所
廃
上
で

し
、
■
力
所
増
え
る
。
　
　
■
力
所
と
減
少
が
続
て
。
　
会
人
の
確
保
も
難
し
く
な

人
件
賢
約
３
０
０
万
円
を

　

県
遇
管
に
よ
る
と
、
平

　

安
芸
大
田
町
も
１０
月
の

っ
て
い
る
と
い
う
。
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朧
投
票
所
減
り
、
不
便
に

衆
　
　
　
吏
蕃
も
質
問
高
齢
者
ら
懸
念

丹
波
市
内
の
投
票
所
数

が
、
前
回
衆
院
選
で
は
舶
一だ

っ
た
の
が
４
割
以
上
少
な
い

４０
ヵ
所
に
減

っ
て
い
る
。
「投

票
に
行
き
た
く
て
も
行
け
な

い
人
が
出
る
の
で
は
な
い

か
」
な
ど
と
、
文
通
手
段
を

持
た
な
い
高
齢
者
ら
を
心
配

す
る
声
が
上
が
る
。

投
票
所
数
は
２
０
■
０
年

７
月
の
参
院
選
か
ら
削
減
さ

れ
た
。
投
票
所
ご
と
の
有
権

者
数
の
格
差
を
小
さ
く
し

選
挙
費
用
も
減

っ
た
と

い

，つ
。投

票
所
を
め
ぐ
っ
て
は
、

数
を
元
に
戻
す
こ
と
な
ど
を

求
め
る
請
願
書
が
市
会
に
提

出
さ
れ
て
い
た
．
Ｈ
日
の
本

会
議
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た

が
、
市
還
管
は

「期
日
前
投

票
の
利
用
や
地
域
で
の
誘
い

合
わ
せ
な
ど
で
対
応
し
て
ほ

し
い
」
と
し
て
い
る
。

県
選
管
に
よ
る
と
、
県
内

で
も
市
町
村
合
併
な
ど
に
合

わ
せ
て
投
票
所
数
の
見
直
し

を
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
篠

山
市
は
現
在
５３
カ
所
で
、
合

併
時
の
昴
力
所
と
大
き
く
変

わ
ら
な
い
。
市
選
管
は

「削

減
に
地
元
の
丁
解
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
」
と
い
う
。

投
票
所
散
が
半
数
以
下
に

減

っ
た
丹
波
市
青
垣
町
の
男

性
｛６５
）
は
、

「高
齢
者
が
頼

ん
で
投
票
所
に
行
く
の
も
大

変
だ
ろ
う
が
、
誘

っ
て
乗
せ

衆
院
選
兵
庫
５
区
に

関
す
る
記
事
は
右
面
に

も
掲
載
し
て
い
ま
ず
．

て
行
く
側
も

『
特
定
の
候
補

者
に
入
れ
て
ほ
し
い
の
か
』

と
誤
解
さ
れ
る
と
暉
る
」
と

指
摘
。
　
響
駅
ｍ
化
率
が
高
い

地
域
か
ら
投
票
所
が
な
く
な

っ
た
。
市
か
ら
自
治
会
長
に

誘
い
合
わ
せ
を
正
式
依
頼
す

る
な
ど
、
対
策
を
考
え
て
ほ

し
い
機
と
訴
え
る
。

市
選
管
は

「地
元
の
了
解

を
得
て
の
再
編
な
の
で
投
票

所
数

を
見
直
す
予
定
は
な

い
」
と
し
て
い
る
。

（阿
部
江
利
）
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